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栗山町長　佐々木　学

【行事】

第７１回全町スキー大会

斉藤ファーム御園和牛丼試食会

企業誘致活動（名古屋・大阪・熊本）

南部地区の医療環境のあり方意見交換会

吉田繁義さんに１００歳の記念品贈呈

介護人材の確保に関する包括連携協定の締結

　町民の皆さん、こんにちは。
早春の息吹が感じられる季節となりまし
たが、いかがお過ごしでしょうか。

　昨年 12 月から編成作業を進めてまい
りました、令和 7年度予算案がまとまり
ました。
　一般会計は、前年対比 0.6％減の 113
億 9,000 万円で、特別会計・企業会計を
合わせた全会計の予算総額は、前年対比
0.5％減の 165億 548万円となりました。
　本年、新病院開院を迎える「栗山赤十
字病院改築支援」に 11 億円を計上した
ほか、企業誘致の推進に向けた「工業団
地内道路新設工事」や商店街の活性化を
目指す「商店街地域カード電子化支援事
業」、官民連携で自然環境保全活動を進
める「ネイチャーポジティブ（自然再興）
の推進」などの新規事業を盛り込みまし
た。そのほか主な計画事業として、防災
体制の強化や学校教育におけるＩＣＴ利
活用の推進、道営農地整備事業の促進な
どの予算を計上したところであります。
　予算総額は微減となりましたが、時代
のすう勢を象徴するように、高齢化等の
進展による扶助費の増や、デジタル化の
推進また原材料費等の高騰に起因する物
件費や人件費の増など、経常的な経費の
増加が顕著な予算となりました。
　この予算案は、今月 4 日開会の議会定
例会議に提案し、ご審議をいただくこと
になりますが、決定次第、町広報やホー
ムページを通じて、詳細をお知らせいた
します。

　さて、次代を担う若者や子どもたちが、
様々な分野で、目覚ましい活躍をされて
います。

　若手農業者で構成する「栗山４Hクラ
ブ」が取り組まれた、新規農業参入者と
の交流や仲間づくりの活動が評価され、
北海道青年農業者会議プロジェクト発表

（地域活動部門）で最優秀賞を受賞し、全
国大会に出場されました。
　また、ダンス・ピアノ・ボクシング・
チアダンスなど様々な分野で頑張ってい
る栗っ子たちが、それぞれ全国大会に出
場し、優勝・準優勝を果たされるなど、
素晴らしい成績を収められています。
　まちに元気を届けていただいた若者や
子どもたちの頑張りに、心から感謝と敬
意を表したいと思います。

　一方、昨年 10 月 24 日に発生した火
災により、南部地域の皆さんのかかりつ
け医であり、重要な医療機関の一つであ
りました「つぎたてクリニック」が閉院い
たしました。
　開業以来、20 年間にわたり、南部地
域はもとより、本町の地域医療を支えて
いただいた病院でもあり、多くの皆さん
から今後の病院受診を心配する声をいた
だいたところです。
　このことを受け、町では、今後におけ
る南部地域の医療供給体制について、地域
の方々との議論をスタートいたしました。
　全国的に、医師をはじめ医療従事者が
不足する中、非常に難しい問題ではありま
すが、さらに議論を深めながら、解決の方
向性を見出してまいりたいと思います。

　町民の皆さん、芽吹きの春は、もうそ
こまで来ていますので、残りの今冬を、
ともに乗り切っていきましょう。

【来客】 【今月の主な動向】※変更の場合もあります。
3 月 1 日㈯ 栗山高等学校卒業証書授与式
3 月 2 日㈰ 継立敬老会
3 月 3 日㈪ 100 歳祝い記念品贈呈
3 月 4 日㈫～

21 日㈮ 議会定例会 3 月定例会議

3 月 6 日㈭ 北洋栗山はまなすクラブ定期総会・懇親会
3 月 7 日㈮ 栗山建設協会創立 70 周年記念式典
3 月 8 日㈯ 北海道介護福祉学校卒業証書授与式

3 月 13 日㈭
中長期財政問題等調査特別委員会
生活安全推進協議会

3 月 14 日㈮～
19 日㈬ 令和７年度各会計予算審査特別委員会

3 月 15 日㈯ 第 37 回札響栗山町定期演奏会

3 月 18 日㈫
栗山町老人クラブ連合会表彰式・高齢者演芸会
道営農地整備事業継立南部地区
継立北部地区竣工式・祝賀会

3 月 19 日㈬ 予算政策懇談会
3 月 21 日㈮ 栗山商工会議所議員懇談会
3 月 24 日㈪ 栗山町青年農業賞表彰式
3 月 25 日㈫ 栗山ロータリークラブ町長卓話

3 月 26 日㈬
北海道治山林道協会理事会
地域おこし協力隊活動報告会

3 月 31 日㈪
町職員退職辞令交付
南空知消防組合職員退職辞令交付

北海道への農地整備事業要望

千葉健美委員長はじめくりやまネイ
ポジポカード準備委員会の皆さん

渡邊祐志場長はじめ道総研
中央農業試験場の皆さん

沖永良部のばれいしょかごしまブ
ランド産地指定３０周年記念大会

ボクシングの全国大会で準優勝され
た亀森茉莉さん（札幌工業高校１年）

チアダンス全国大会に出場される
田中梨暖さん（栗山中２年）

全国大会に出場される川畑亮太さん
はじめ栗山町４Ｈクラブの皆さん

鈴木英雄会長はじめ栗山ロー
タリークラブの皆さん

ダンスの全国大会で優勝された清水愛海さん
（栗山中３年）、大野結葵さん（継立小４年）

Kuriyama town
2 月 15 日届出分まで

戸籍のまど

ご厚意

人のうごき
※1月31日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　10,633人　
　男　　  4,977人
    女　   5,656人　
世帯数　　  5,680世帯

（－18）
（－9）
（－9）
（－6）

（敬称略）おくやみ

泉徳苑・一草庵へ

物　品 カインドネスシオミ薬品（松風 3）

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

桜丘２ 宇津野トク子 88 1/5 本人

朝日３ 鶴見　愛子 95 1/10 本人

松風４ 髙尾フミヱ 94 1/25 本人

中央１ 鳴海　　登 87 1/27 本人

大井分 槻尾　信康 70 1/31 本人

中央３ 下山　　聡 53 2/4 本人

朝日３ 山田　隆子 72 2/9 本人

大井分 西岡　孝敏 74 2/10 本人

中央４ 許士惠美子 79 2/12 本人

松風２ 宮古　石雄 83 2/15 本人
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（敬称略）おめでた
住所 氏名 月日 保護者名

中央４ 能代　　暖
だん

1/17 次朗・宏美

南学田 中谷　伊
いぶき

吹 1/27 達郎・美希

角 田 冨澤　充
みつき

希 1/29 政範・亜美

くりのさとへ

金一封
松下早苗さん（中央２）

鈴木一久さん（朝日４）

  広告

奈井江町 斜里町 八雲町奈井江町 斜里町 八雲町

町へ
物品

（総務寄附） 栗山ロータリークラブ　
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